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第 240 回京都市考古資料館文化財講座

2012 年 12 月 15 日

　

佛教大学二条キャンパス

　平安京右京三条一坊六町　（藤原良相邸、西三条第、百花亭）の調査

（財）京都市埋蔵文化財研究所　丸川義広

１　仮名文字の発生

　（１）万葉仮名　草仮名　平仮名と片仮名

　（２）９・10 世紀の仮名文字資料

　　　多賀城跡漆紙文書、９世紀中頃

　　　藤原有次申文（讃岐国司解端書、867 年）　

　　　東寺食堂千手観音像胎内檜扇（元慶元年十二月、877）　

　　　富山県射水市赤田Ⅰ遺跡　土師器坏（糸切り底）９世紀後半～　

　　　紀貫之筆土佐日記（藤原定家臨摸本）、10 世紀前半　原本は 945 年以前　

　　　醍醐寺五重塔初層の天井板落書、951 年

　（３）平安京出土の仮名文字資料

　　　左兵衛府・侍従所間　溝 SD １　土師器　杯　10 世紀初め

　　　右京一条三坊二町　溝 202　土師器皿　10 世紀初め　

　　　左京三条三坊九町　SX10　須恵器鉢（江戸時代の遺構から出土）　

　　　平安宮内裏北西部、土師器高杯、皿、10 世紀 

　　　平安宮内裏内郭北西部　SK22　白色土器三足盤・土師器皿　11 世紀

２　西三条第の史料

　（１）拾芥抄　西京図　右京三条一坊六町に「西三条」とある。

　（２）『日本三代実録』の記事

　　　貞観元年（859）４月 18 日条「皇太后が東宮から右大臣西京三條第に遷る」。

　　　貞観２年（860）４月 25 日条「皇太后が右大臣西京第から東五條宮に遷る」。

　　　貞観８年（866）３月 23 日条「清和天皇が良相西京第に幸す」。

　　　貞観９年（867）10 月 10 日条「藤原良相薨伝」

３　発掘調査

　（１）経過　１区（2011 年４月～）、２区（2011 年６月～）、３区（2011 年８月～ 12 月）

　（２）遺構　１期（９世紀前半）SB01、柱列６、井戸 470、池 300、池 370、溝 400、土坑 44

	 ２期（９世紀後半、西三条第）　SB02、建物１・２・３・４・５、池 250、溝 43

　（３）池 250 から出土した遺物

　　　土師器：皿、杯、杯Ｂ、高杯、盤、甕、羽釜、鉢。

　　　黒色土器：椀、甕、鉢、ミニチュア椀、ミニチュア鉢、小壷、黒色土器硯。

　　　須恵器：杯、杯蓋、皿、椀、鉢、壷、甕。

　　　緑釉陶器：椀、皿、耳皿、香炉身・蓋、壷。産地：猿投、山城、近江、美濃、防長。

　　　白色土器：椀、皿。　灰釉陶器：椀、皿、壷蓋、壷。

　　　青磁：椀、合子身・蓋。白磁：椀、皿、壷。

　　　銭貨：長年大寳２枚（848 年）、饒益神寳１枚（859 年）、貞観永寳３枚（870 年）。

　　　金属製品：鉄釘、鉄鋲、銅鏃、鉄鏃、毛抜、火箸、板状製品、鉄板、飾鋲。

　　　石製品：石帯（巡方・蛇尾）、経軸端、碁石、砥石、凝灰岩、石硯。

　　　木製品：木簡、横櫛、檜扇、浮子、弓、柄、曲物、折敷、下駄、車輪形、舟形。

４　墨書土器　調査で約 90 点出土した。うち池 250 からは 75 点で土師器が 54 点ある。

　（１）仮名　墨 14「かわらけ乃…もたい　あまりて　すきな比と　にくしとお ( も ) は礼…」＝

　　　カワラケ　モタイ　余りて、好きな人憎しと思われ…、　墨８「れな　わあな　」。墨 54「か

　　　くは　たに　はら」。太い筆を用いる。墨 66 は高杯の脚部全面に細かな文字。黒色土器椀の

　　　底部に墨書「は」がある。

　（２）漢字　墨 42「大 (身 )　雁　(夫 ) ( 夫 )　夫　」「夫　天　飯 (米 )」、墨 64「三条院鈎　

　　　(釣 )殿高坏」、墨 65「政所」土師器高杯の脚に２方向、墨 43「雑離」、墨 62「膳所」、墨 71「兵

　　　兵　兵　兵」、墨 72「四条」、墨 74「庄」「庄」、墨 75「太」墨 79（池 117）「専師」、墨 82（井

　　　戸 470）「酒杯」。

５　藤原良相との関連が想定される出土遺物　

　（１）武官に関係する遺物：鉄鏃、木製弓、須恵器壷（墨 71）に「兵　兵　兵　兵」。

　（２）仏教的要素がみられる遺物：水晶製の経軸端＝経典が存在、仏器の器形＝黒色土器の鉢、小

　　　壷、墨書土器「雑離」（墨 44）は写経、墨書土器「太一」は北極で真言・道教。

　（３）女性的要素を示す遺物：墨書土器が「女手」の仮名文字、青磁合子と緑釉香炉が小型品、毛

　　　抜き、碁石、櫛が多い。檜扇が多い、ミニチュア土器。「政所」墨書土器。

６　西三条第・百花亭と染殿・望遠亭について

　『日本三代実録』によれば、清和天皇は貞観８年（866）３月 23 日条に西三条第に行幸されたあと、

８日後の閏３月朔には藤原良房の染殿に行幸された。釣殿と釣台、百花亭と望遠亭、桜花の咲き具

合などに違いがみられる。応天門の変直前の微妙な時期で、興味深い。

７　仏頂尊勝陀羅尼について　

　『今昔物語集』卷第 14 の第 42 には「尊勝陀羅尼の験力に依りて、鬼の難を遁れたる語」として、

藤原良相の長男常行が夜遊びの途中、百鬼夜行に遭遇し、尊勝陀羅尼を襟元に縫い付けおいて鬼の

難から逃れたとする説話が載せられている。仏教界とのつながりが背景にあったとてよい。

　「西三条第」の主であった藤原良相は文学に造詣が深く、信仰心の篤い人物と評されてきた。池

250 から出土した様々な遺物には、それを裏付けるものがある。貞観８年（866）閏３月 10 日に起

きた応天門の変では、伴大納言（善男）に与したため兄藤原良房と対立した。のち失脚、政治への

関心を失い、翌年死亡した。良相の長男常行も貞観 17 年（875）に死亡したため、西三条第は急速

に衰退したとみられる。池 250 西岸から出土した大量の遺物は、良相家の人々が当地を立ち去る際

に廃棄したものが含まれるであろう。

　出土した仮名文字をもつ墨書土器は、現在までのところ平安京では最古の出土例である。これま

で地方の役所跡などで少量出土していたが今回は、９世紀後半まで確実に遡ること、点数が豊富な

で筆の違いが認識できうること、邸宅の主が右大臣藤原良相という、文学と信仰に造詣が深かった

人物と判明するなど、仮名文字の発生と展開にとってきわめて重要な内容が含まれている。
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『角川日本史辞典』角川書店 『歴史のなかの大地動乱』（岩波新書）岩波書店 (一部改編 )

漫画に描かれた藤原良相像
『少年少女日本の歴史４』「平安京の人びと」 小学館（一部改編）  

藤原氏系図
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貞観9年(867) 10月10日条

「藤原良相薨伝」

貞観8年(866) 3月23日条

「西三条第行幸」

閏3月１日条

「染殿行幸」

閏3月10日条

「応天門炎上」

貞観2年(860) 4月25日条  貞観元年(859) 4月18日条

「皇太后藤原順子滞在」

文献にみる関連資料（上『新訂増補 国史大系 日本三代実録』前篇　吉川弘文館、下『今昔物語集　本朝部〈上〉 』　巻第 14 の第 42　岩波文庫　岩波書店）
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藤原良相・西三条第関係年表

＊ゴチックは藤原良相薨伝の記事。「  」は銭貨・木簡

承和元年（834）	 禁中侍。右兵衛大尉拝。内蔵助遷。

	 「承和昌寳」（承和２年　１区地山上）

承和５年（838）	 従五位下授。

承和６年（839）	 頭転。因幡守兼。

	 小頃　左兵衛少将遷。内蔵頭。因幡守故如。

承和８年（841）	 従五位上授。

承和９年（842）	 ７月 15 日　嵯峨上皇が嵯峨院で崩御する

	 ７月 17 日　伴健岑、橘逸勢らが謀反。（承和の変）

	 ７月 23 日　藤原良相、近衛兵 40 人を率いて皇太子の直曹を守る。

承和 10 年（843）	正五位下加。阿波守遷。内蔵頭、左兵衛少将故如。

承和 13 年（846)	従四位下至。中将転、余官故如。

嘉祥元年（848）	 参議拝。                              　　　　  「長年大寳」（嘉祥元年　池 250　２枚）

嘉祥２年（849）	 相模守兼。

	 秋　右大弁拝。相模守故如。

嘉祥３年（850）	 ３月　文徳天皇が即位し、惟仁親王が立太子、藤原順子が皇太夫人。

	 従四位上授。

	 数月　正四位下加。陸奥出羽案察使尋領。未幾。左大弁兼春宮大夫遷。

仁寿元年（851）	 従三位授。権中納言拝。

仁寿４年（854）	 大納言兼右近衛大将転。藤原順子が皇太后。

斉衡二年（855）	 正三位進。

斉衡四年（857）	　右大臣拝。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「斉衡四年」題箋木簡（西側の池出土）

天安元年（857）	 従二位授。遷左近衛大将。

	 ２月　藤原良房が太政大臣になる。

天安２年（858）	 ８月　文徳天皇が没し、清和が即位。

貞観元年（859）	 正二位授。

貞観元年（859）	 ４月 18 日　皇太后藤原順子が東宮より西三条第に遷御。

	 「饒益神寳」（貞観元年　池 250、１枚）

貞観２年（860）	 ４月 25 日　皇太后藤原順子は１年間滞在した東五条第に帰る。

貞観３年（861）	 正月　藤原順子が天台座主円仁を戒師として出家。

貞観６年（864）	 正月　藤原順子が太皇大后宮となる。

貞観８年（866）	 ３月 23 日　清和天皇が藤原良相の西三条第（百花亭）に行幸。

	 閏３月１日　清和天皇が藤原良房の染殿に行幸。

	 閏３月 10 日　応天門と左右の楼閣が焼亡（応天門の変）。

	 ８月３日　大宅鷹取が申し出て伴善男が放火犯となる。

	 ８月 19 日　藤原良房が摂政になる。

	 12 月８日　藤原良相、表を抗し、職解を請う。

	 12 月 11 日　藤原良相、重て表を抗し言う。

	 12 月 13 日　藤原良相、重て表を抗し言う。

貞観９年（867）	 10 月初　直廬に病を得、里第に退く。

	 10 月 10 日　藤原良相没（55 才）。

貞観 10 年（868）	１月 16 日　藤原常行が讃岐守に任じられる（貞観 12 年１月 13 日まで）

	 「貞観大寳」（貞観 12 年　池 250　３枚）

貞観 13 年（871）	９月 28 日　太皇大后藤原順子崩御し後山科陵に埋葬（63 才）。

貞観 17 年（875）	２月 17 日　藤原常行が没す（40 才）。

嘉保２年（1095）	散位従四位下大江公仲。配流の際の財産処分状が作成される。（『平安遺文』第 1338 号）
出土木簡
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西三条第　平安京の右京三条一

坊六町は、南北朝時代初期に洞
とう

院
いん

公
きん

賢
かた

が書き記した『拾
しゅうがいしょう

芥抄』「西京

図」に「西三條」の書き込みがあり、

平安時代前期の公卿、藤
ふじわらのよしみ

原良相（813

～ 867）の邸宅「西三条第」推定地

とされてきました。2011 年に六町

北東部を調査したところ池が見つ

かり、大量の遺物が出土しました。

その中に「三
さんじょういんつりどのたかつき

条院釣殿高坏」と墨

書した土器があり、調査地が史料

にみえる「西三条第」であること

がほぼ確実となりました。平安京

内の邸宅跡で、出土資料によって

邸宅名が特定できたのは初めての

ことです。

西三条第については、『日本三代

実録』に３回登場します。貞観元

年（859）４月 18 日条、貞観２年

（860）４月 25 日条、貞観８年（866）

３月 23 日条で、はじめの２回の史

料は、良相の実姉、藤原順
のぶ

子
こ

（皇

太后、仁明天皇皇后、文徳天皇生母）

が約１年間滞在したことが記され

ています。３回目の史料は、清和

天皇が当邸に行幸し、桜花を観望

したり、文人を集めて「百花亭」

の詩を詠んだとあり、９世紀後半

の早い段階に当邸が盛んに用いら

れたことがわかります。

「三条院釣殿高坏」墨書高杯　こ

の高杯は池の西岸で多くの遺物に

混じって出土しました。杯部の上

面に「三条院釣殿高坏」と墨書し

てあり、「所在地・使用場所・器形」

が記された、本当にありがたい土

器です。

ところで、墨書の文字は「西三

条第」が「三条院」となっていま

すが、これは皇太后藤原順子が約

１年間当地に滞在したため「院」

の文字が用いられたとみられます。

つまり当地が皇太后御所となって

いたため、三条院と称することが

許されたのでしょう。

「斉衡四年」木簡　三条院につい

ては、このたび改めて重要な発見

がありました。2002 年の調査で、

池の中から題
だい

箋
せん

木簡が出土しまし

た。当時「斉
さいこう

衡四年三條」「□正倉

帳」と判読されましたが、改めて

注目したところ、□の部分は「院」

と判明し、「三条（條）院」の文字史

料がすでに出土していたことがわ

かったのです。斉衡４年（857）は

皇太后順子が当邸に滞在する２年

前に当たり、この時すでに「三條院」

と呼ばれていたことを示していま

す。２つの「三条（條）院」資料が

別地点から出土したことの意義は

大きいといえます。

釣殿の遺構　墨書土器が出土し

た池の西岸には礎石２基と抜取穴

が南北に並び、その東には柱穴も

並びます。つまり西側から池内に

及ぶ建物があり、池上には縁
えん

が造

られていたことまで推定できまし

た。これが「釣殿」の遺構である

ことは、一般的にいわれる寝殿造

建物配置からみても明らかです。

つまりこの墨書土器は、まさにこ

の場所で使われていたのです。

「政所」墨書高杯　先の墨書土器

のわずか東で、「政
まんどころ

所」と墨書され

た高杯も出土しました。墨書は七

角形に面取された脚部の２方向に

描かれています。「政所」とは、邸

宅内の事務その他を執行する家政

機関とされますが、ここで「三条院」

墨書土器といっしょに出土したと
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なると、当然皇太后御所との関連

が想定されます。つまり皇太后の

身辺の世話をする機関が付近に存

在し、そこで使われた土器がこの

高杯だったのでしょう。

西三条第の遺構　調査によって

西三条第北東部の様子が判明して

きました。長方形の大きな池があ

りました。この池の南西部には溝

が取り付き、西側の別の池に水を

流していました。建物は全般に小

さく、東西棟が南北に独立して配

置されました。池の西岸には釣殿

があり、その西側も柱穴があるこ

とから、広い床をもった建物が推

定できました。南西の建物は柱穴

が大きく、立派な建物であったと

推定できます。建物からは遠くが

望めたはずです。桜花の季節、こ

こから眺めれば、池越しにすばら

しい風景が広がっていたことでし

ょう。そこで文を能
よ

くする貴族た

ちを集めて詩が競わされました。

「百花亭」という美しい別称は、こ

のような場面から記録されたので

しょう。

	 （丸川義広）
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　図１　西三条第北西部の遺構配置

「三条院釣殿高坏」墨書高杯 「政所」墨書高杯

 「斉衡四年」題箋木簡

池の西岸でみつかった釣殿の遺構（北東から）

釣殿


